
太郎山を流れ下る滝雲
『雨の上がった次の日に、家白外で太郎山を見ていたら、逆さ霧がかかっていまし

た。大きな雲はふとんのようで、きれいで珍しいなと思いました。小学校の時は、毎

年、全校で太郎山に畳りました。山の頂上に立っと、いつもとは遭った景色が見える

んだよ』と推調者で、第二中学校3年の水野君。
り.，1tA..

太郎山の種線を越えて、滝の水由ょっに雲があふれ出す光長が、 一年に何度か現れ

ます。古くから 「逆さ霧」と呼ばれてきた自然現量です。「太郎山に逆さ霧がかかると

嘩くなるから霜に注意」などのことわざが伝えられ、天気や農作謹白目安ともなって

きました。疏れ下るmの様子は、まさに雄大・壮観という言葉にふさわしいも白です。
この太郎山を重し、豊山者四安全のため白手入れを行勺ているのが、太郎山保存舎

の皆さんです。登山沼田暗理、ごみ恰い、元日の山頂に集まる登山者が暖をとる寄ら

準備など、岳町皆さんは手弁当で活動に書加しています。八月下旬には、登山道沿い

由花が暁き終わるのを且計らって草刈りをするなど、細やかな気遣いもしています。

太郎山保存会会長の盛岡二三夫さんは、 f慣れ親しんだ身近な山を大切にする白が私た
ちの役目』と府ひじ強らずにお話いただきました。

最近は年代を1悶わず山畳りを楽しむかたが増えています。自分の体力に合った無理

のない計画を立て、余暇由充実や健康づくりに役立ててみてはいかがでしょうか。

推蔵書水野直尭〈ん
{木町・写翼中央}

尼言言 覇晦u.:uし省飯遁曾・"'"略偲洞盆.
と大豆泊インタ奄穫期してい宏司，.
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「
生
活
者
起
点
」
で

夢
と
誇
り
が
感
じ
ら
れ
る
市
政
を

品
川
齢

4
2
要
方
(

寝
政
崎
施
加
長
柄
市

6
月
4
日

ω、
6
月
市
繊
会
定
例

会
が
招
集
さ
れ
、
平
成
H
年
度
施
政

方
針
が
示
吉
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

-Vはじ
め
に

私
は
、
こ
の
度
目
市
長
選
挙
に
お

い
て

「
ア
イ

・
ラ
プ

・
上
回
」
を
合

い
言
葉
に

「生
活
者
起
点
」
で
市
政

運
営
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
申
し
上

げ
て
き
ま
し
た
。
ま
ち
由
主
人
公
で

あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
目
的

を
共
有
し
、
共
に
主
体
性
を
持
う
て

行
動
し
、
夢
と
誇
り
が
感
じ
ら
れ
る

市
政
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
ず
、
第

-
は
、
市
民

一
人
ひ
と

り
の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
女
性

や
シ
ル
バ

ー
世
代
由
知
恵
と
力
を
大

切
に
市
政
に
生
か
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め

「
う
え
だ
百
毘
士
餐
員
会
」
を
設
け
、

提
言
を
市
政
に
役
立
て
ま
す
。

第
二
は
、
だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ

て
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
安
全
で
安

心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
、
障
害
者
欄
祉
、
子
育
て
宜

盟
に
力
を
入
れ
、
教
育
環
境
曹
耐
に

。
も
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
は
、
民
間
由
経
験
と
発
想
で
、

リ
ー
ダ
ー

ν
ッ
プ
を
発
揮
し
た
市
政

運
営
を
進
め
ま
す
。
行
政
は
最
大
白

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
た
ぬ
く
も
り
の
感

じ
ら
れ
る
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

第
四
は
、
広
域
的
視
点
に
立
ち
、

新
た
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
今
年
が

一
つ
の
方

向
を
示
す
大
切
な
年
に
な
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
前
向
き
な
噂

論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

以
上

4
項
目
を
申
し
上
げ
、
事
く

の
市
民
白
骨
さ
ん
の
書
画
を
得
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
第
三
次
上
岡
市
総
合

計
画
を
基
本
に
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

・
行
財
政
運
営

上
田
市
の
財
政
状
況
は
、
企
業
業

績
回
悪
化
・
個
人
所
得
白
低
迷
な
ど

に
よ
り
、
市
税
収
入
が
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
起
債
残
高
も
依
然
と

し
て
事
積
な
状
況
で
、
厳
し
い
財
政

運
営
で
は
あ
り
ま
す
が
、
健
全
財
政

に
配
曙
し
な
が
ら
、
慎
重
な
中
に
も

積
極
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
0

・
合
併
へ
の
殴
組

地
方
分
櫛
時
代
を
迎
え
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
手
段

と
し
て
市
町
村
合
併
は
た
い
へ
ん
有

効
な
方
法
で
あ
り
、
早
急
に
取
り
組

・吻
・ん

i

む
べ
き
理
監
の
課
題
で
す
。
自
治
会

連
骨
金
や
市
民
団
体
白
管
さ
ん
も
積

極
的
に
合
酔
に
つ
い
て
離
談
会
を
附

拙
聞
し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
広
域
迎
合

管
内
の
町
村
と
特
例
市
を
目
指
し
た

却
万
都
市
を
目
標
に
、
常
に
市
民
白

皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
熱

意
を
持
勺
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

-
健
康
で
安
心
し
て
事
b
せ
る
地
滋

社
会
の
実
現

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
勺
て
健

康
に
暮
ら
し
、
障
寄
を
持
つ
皆
さ
ん

が
住
み
や
す
い
地
域
社
会
由
実
現
を

目
指
し
、
男
女
共
同
事
画
社
会
を
支

え
る
子
育
て
支
援
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
介
護
予
防
白
新
た
な
展
開
を
図

る
た
め
、
こ
の
度
、
小
品
地
区
の
民

家
を
改
修
し
て
小
鋭
艇
ケ
ア
施
設
、

い
わ
ゆ
る
宅
老
所
を
艶
備
い
た
し
ま

す
ロ
子
育
て
支
援
で
は
、
清
明

・
川

辺

・
浦
里

・
車
田
各
小
芋
校
区
に

「
こ
ど
も
館
」
を
整
惜
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
市
内
全
域
で
政
課
桂
児
童

対
軍
、
子
育
て
支
援
の
艶
車
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
権
侵

害
の
一
つ
に
女
性
に
対
す
る
畢
力
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
、
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
に
専
任
の

相
談
貝
を
配
躍
し
、
更
に
女
性
弁
醗

士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
精
神
障
害
者
福
祉
章
務
に
つ

い
て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
ホ
I
ム
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
草

に
加
え
、
ホ
ム
ヘ
ル
プ
事
業
も
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

C 

-
地
球
環
境
と
の
共
生
、
循
環
型
社

会
の
実
現

市
で
は
、
こ
の

3
月
に
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
白
計
画

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
行
政
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
職

し
、
カ
を
合
わ
せ
て
環
境
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
く
剖
蘭
で
す
。
市
も
環

境
改
善
活
動
由
国
際
規
格
で
あ
る
1

5
0
1
4
0
0
l
の
認
証
を
取
得
し
、

現
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
0

・
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
教
育

活
力
あ
る
社
会
は
人
づ
く
り
か
ら

と
い
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
、
地
域
文
化
白
再
生
、
生
涯

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
カ
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。
城
下
小
学
校
白
改
築

や
中
湿
田
小
学
校
の
校
舎
の
耐
力
度

調
査
な
ど
、
引
き
続
き
教
育
環
境
白

整
備
に
努
め
ま
す
。
更
に
、

4
月
か

ら
始
ま
っ
た
芋
校
完
全
週

5
日
制
に

対
応
し
た
地
域
活
動
の
推
進
、
生
涯

学
習
の
ま
ち
づ
く
り
、
説
売
日
本
交

響
楽
団
白
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
申
文
化

事
業
の
推
進
や
、
文
化
財
の
保
護
に

努
め
ま
す
。

-
産
業
の
振
興
、

最
気
対
簾
・

雇
用

対
策
長
引
く
景
気
低
迷
や
社
会
・
経
済

活
動
白
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
産

業
構
造
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
農
産
物
白
輸
入
自
由
化
や

製
造
業
白
空
洞
化
へ
白
対
応
、
雇
用

対
輩
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く

[2] 14.7.16 



り
な
ど
白
剤
師
題
に
熱
意
を
持
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。
股
業
は
、
食
料
の
生

産

・
安
定
供
給
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
産
業
で
す
。
地
元
で

種
れ
た
剛財
産
物
を
地
元
で
消
費
し
て

い
く
と
い
う

「地
産
・
地
消
」
の
具

体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。
工
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
公
的
機
関
と
地
域

企
業
が
共
同
開
発
研
究
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
新
し
い
産
業
を

創
出
す
る
文
部
科
学
者
の
知
的
ク
ラ

市長・助役等の給料、議員報酬を減額
市町村合併に関する情報提供を推進

、〉

ス
タ

1
構
想
由
指
定
を
長
野
・
上
田

地
域
が
畳
け
ま
し
た
の
で
、
新
技
術

の
側
発
や
新
産
業
四
創
出
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。
商
業
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り
策
定
し

た
T
M
O構
想
白
実
現
に
向
け
た
事

業
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
観
光
に
つ

き
ま
し
て
は
、
観
光
資
源
の
魅
力
を

P
R、
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
信
州
上
回
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

ン
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
、
一
年
が
た
と

6月市灘会定例会が6月4日から同24日まで聞かれました。今回は25il議案、

20報告が審議され可決 ・承認されました。
補正予算には、①市長・ 植民等特別輔の桔料報酬の減額 ②市町村合併

推進③(恒称)男宜共同書画推進条例制定事業骨宅老所整備⑤こども

館聾情⑥インタ ンシップ事業⑦地産地消型庫業の推進⑧欠口用水喧

修⑨市民会館喧修 などを計上し、これにより補正後の一般会計予罫は

423憧4.443万円余となりました。
また、固定貰産評価且に藤城孝さん (59揖・生塚)が選任されました0・6月市機会で決まった14年度予陣

予算輯額補正予算額

.主な条例の制定・改正など
1>特別醸の瞳員等の桔与・旅費費用弁慣に関する条例の一部改正

現在の厳しい属周経務情勢、 ifjの厳しい財政事情を考慮して、市長・助世・

担入世・教育長・上下水道事業管理者の給料、議Eの報酬等を減額するもの
で、今年度i立総轍575万円の減朝となりますo

423億4.443万円16億4，360万円般会計

.一般会計補正予算の主な内容

b市町村吉僻推進務輩 199万円
合併問凶について、市民の脅さんが判断を行うための賢料として、合併に

閲する情報ハノフレッ卜を作成し全戸配布するなど、情報提供や意識啓発に

積極的に取り組みます。

1>(恒称)男女共同撃画推進条例制定事量 34万円
男女共同参画社会の実現に向けて、地撲の取組の指針となる基本条例制定

のため、市民が参画する条倒検討吾貝会を控世します。

1>(恒称)小泉宅老所堕備司区輩 2，400万円
上岡市社会福祉協瞳会が所有する小泉地区の民家を改修して、小人監対応

の小現世ケア施盟 (宅老所)を整備して、生きがい対応型デイサ ビスや各

積ふれあい事聾を行い、介護予防施置を推進します。

1>こども館整欄事量 '4，344万円
小学桂空き教室や市の施置を活用して、児童館的檀能を曲えたこども館を

4小学校区 (消明・ }II辺・車・浦里小学校)に藍惜します。

b人材育成インターンシッブ推進事車 両方円

学生の職聾観を育て、将来の職t駐車択を支置し、就労の促進を図るため、
企業・市世所の現場で就車体験を行うインターンンップ制度を支盟します。

1>地場量産物・地埴消費支揮事量 100万円
地元で生産された毘産物を地元で消費する、地産・地消型の農産物流通体

制を整備するため、協議推進組識を設立し、活動への主担を行います。

1>基盤盤情促進事量(欠ロ用水地区)""'''''3，210万円
平成11・12年と豪雨時に担水被害が誕生した、下塩尻地区の欠日用水の改
修に岩手します。

1>司自民会館施盤整情事量 6，000万円
老朽化した市民会館の絡設・控輔の計画的な改修を行います。今年度は、

雨捕り等の改修とスロープのハリアフリー化工事を行います。

.固定資産評価員の選任
止のかたが、固定買産評価且に週任されました。

腫塙孝さん (59歳・生螺)

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に

1
0

0
件
以
上
白
問
い
合
わ
せ
と
、
加
件

の
撒
影
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

-
都
市
基
盤
の
整
備

高
速
夜
通
網
目
進
展
に
伴
い
、
上

田
市
は
、
上
田
地
域
白
血
点
都
市
と

し
て
更
に
拠
点
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
快
適
で
利
世
性
白
高
い
都
市
基

盤
整
備
に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

上
田
駅
お
城
口
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
は
、

4
月
末
ま
で
に
既
存
建
物
の

取
り
壊
し
が
完
了
し
、
街
路
工
事
や

ピ
ル
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
、
上
回
バ
イ
パ

ス
2
期
工
事
等
、
広
域
連
携
を
強
め

る
道
路
襲
備
促
進
に
努
め
ま
す
。
西

上
田
駅
南
北
自
由
通
路
は
本
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
ま
す
。

・
最
後
に

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
と
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
市
長

・
助
役
・

収
入
役
・
教
育
長
・
上
下
水
道
事
業

管
理
者
白
給
料
、
部
長
・
課
長
級
の

管
理
職
手
当
を
減
額
し
、
生
み
出
さ

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
「
仕

事
自
分
か
ち
合
い
」
い
わ
ゆ
る
ワ
ー

ク
ン
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
し
て
雇
用

創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、

正
副
議
長
お
よ
び
議
員
報
酬
に
つ
き

ま
し
で
も
議
員
各
位
か
ら
率
先
し
て

減
額
し
た
い
と
由
要
簡
が
あ
り
ま
し

た
の
で
併
せ
て
誠
額
い
た
し
ま
す
。
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しました

.寵査方言雀.

掴董封量者平成百年10月1日を基準日として介軍保険で要介瞳(要支撞)酉宜を
畳けているかたのうち、施世入所者を除<1.933人

聞蓋方途 要事送方式

園査期間平成13年10月から12月まで
回筈数 1.355人〔回収率70.1%)/男性477人 (35.2%)・女性878人 (64.8%)
t並縛状現ひとり暮らし183人 (13.5%) 高齢者のみの世得;326人 (24.1%) 

その他の世帯812人 (59.9%)・無回答34人 (2.5%)

今後「できればより多く利用したい」または「新たに利用を始めたい」と考えているサー

ビスは何ですか
今桂 「できればより多く」

または 「新たに」利用したい

と思っているサービスは、

I位 「デイサービス・

デイケア」

2位 「短期入所

(ンョートステイ)J

3位 「福祉用具の利用」

&酬 となっています。

r • ..，.1サービスの充実と保険料の負担のどち
・ー-らを重視しますか

「サービスより保険料

を安く」、または 「現状

のサービスに見合う保険

料」を望むかたが74.5%、

「保険料が高くてもサー

ビスを充実してほしも、」

というかたが17.3%とな

りました。

係調料治1高くてもザ ピス
を秀実してほしい

在宅と施設のどちらでサービスを受け

たいですか

「施設を希望する」

かたが27.7%なのに

対し、 「在宅を希望

する」かたは64.2%

と、在宅サービスを

希望するかたが全体

白 6割以上を占めま

した。

ザピスが
充分で忽く

ても保険料

隠安くして

ほしい

に m上田市の介護保険に希望することは何ですか(複数回答)
上田市町介護保険に希望することは、 l位 「介護保険施設の増設」、 2位 「低所得者対策」、 3位 「介護保

険情報提供の充実」となっていますが、サービスの種類・利用回数・質の向上など、サ ピス内容の充実を

望むかたが回答者1，355人中、 865人いました。

サ ピスの種簡を虫歯やしてほしし、

サービスの利用回数を泊やしてほしし、

介穫保障措置を僧やしてほしい

介車保晴に関する情報提供の充実

ザーピスや聡員司貨の向上均一化

低所男者対策

相献や苦情窓口の充実

その他
46 

2
 

1
1
1田

4
 
2
 

214 

618 

551 

o 1田 醐

351 

342 -
調 調 咽 間 """人】

アンケートにご協力いただきありがとうございました。

高齢者福祉に関するご意見・ご要望は

高齢者介護課 ("23・6246/困29・4466/E.mail:kaigohoken@citv.ueda.nagano.jp)までお寄せください。

14.7.16 [4) 



よりよい高 についてお聴eしました
|高齢者福祉に関するアンゲート集計結果 l 

e副~

市では、高齢者が生きがいを持ち、健康で安心して暮らせる高齢者福祉の

あり方を示す「高齢者保健福副総合計画」と、介護保険制度目円滑な実施を

目的とした「介遜保険事業計画」の5か年計画を策定し、 3年ごとに見i直し

を行っています。現在由計画は平成12年度からスタートし、今年度で3年が

経過するため、新たに平成15年度からの計画を策定することになりました。

新しい計画の策定に当たり、高齢者の意見がじゅうぶん反映された内容と

なるようにアンケー卜を実施し、今回、その結果がまとまりました白で、主

なものをお知らせします。

今後、市ではこれらのアンケート結果を踏まえ、公募委日や高齢者福祉に

闘保白深い各種団体から由推薦委且等で構成する計画策定懇話会を定期的に

閥催し、さまざまなかたのご意見をお聴きしながら、来年3月までに計画を

策定します。
、

-圃査方法.
圃査対象者 ひとり暮らしの高齢者のうち、介護保険で盟定を聖けていない

かたの中から無作為抽出で200人
圃査方法 保健締、看寝師による聞さ取り調査

圃査期間平成13-"手12月から平成14年3月まで

図書数 200人(回収率1叩%)/男性32人 (16%)・女性168人 (84%)

回'現在の生活で気をつl穴いることは何ですか(複数回答)

なるべく自立した生活をしてい

かれるようにと、 「食事について 食事

気をつけている」かたが107入、 運動

「運動に気をつけている」かたが

白人いました。

また、 「なるべく仲間と集うよ

うにしている」かたが90人おり、

自分のできることは積極的に生活

107 

84 

64 

62 

90 

32 

13 

体聾

趣昧

仲間

その他

いました。

の中に取り入れているかたが多く 芯し。
a回現在不安に思っていることがあります
臨11'......か(複数回答)

回答者200人中、現在不
健康について
毎日の食事

家のこと
経涜的なこと
交通手段

間目安に思っていることがある

: Iと図書したかたは、山人
15 Iで65.5%。現在不安に思っ
!o Iていることがないと回答し

たかたは69人で、 34.5%で

した。

中でも、健康について不

13 I安に思っているかたが約半
分の96人いました。

財産管理 2 
働く場所かない
逮がいない
湘鮫相手がいない
商倒を見てくれる人
がいない
その他

Eし

[5] 14.7.16 

P 

50 150(人)100 

a四市で行ってもらいたい事業は何ですか
畠E墨田. (複数回答)

E園 市で行ってもらいたい事

12~ 業では、特に希望のないか

~ Iたを除き、「利用しやすい
保健サ ビスの充実
在宅宿祉の充実
施段盤備
働ける場の確保
住宅の盤備ー街づくり
利用しやすい
公共交通網の盤備
その他
なし

4
刊

M
m

公共交通網白整備」を望む

かたがいちばん多く 60人

(30%)で、以下 「在宅稲

151祉の充実J43人 (21.5%)、
「施設整備J26人 03%)

となっています。



7A27日(土)

~kf6でわっ
-
『み
こ
し
』
:午
後
4
時
初
分

市
内
中
心
部
は
歩
行
者
道
路
に
な

り
、
各
所
か
ら

『
み
こ
し
』
が
繰
り

出
し
ま
す
。
み
こ
し
白
場
所
と
時
聞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
午
後
4
時
叩
舟
1
6時
泊

分

原

町
、
梅
野
町
、
大
門
町
、
松
尾
町
、

各
通
り

O
午
後
6
時
刻
八
万
1
8
時
加
分
大

手
町

.
『踊
り
』

午
後

7
時
1
8時
初
分

午
桂
7
時
に

『上
回
わ
っ
し
ょ
い
』

の
蹴
り
を
開
始
。
生
演
奏
白
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

・
『
京
賞
与

午
後
7
時
1
8時
却
分

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
各
太
鼓
連

由
太
鼓
が
鳴
り
響
き
ま
す
。

-
『
交
通
規
制
?

午
後
4
時
1
9時

『上
回
わ
っ
し
ょ
い
』
当
日
は
、

午
後
4
時
か
ら
9
時
ま
で
市
内
中
心

部
は
事
行
者
道
路
に
な
り
、
車
の
乗

り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺
道
路

も
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
鷹
匠
町
1
お
揖
口
駅
前

ぞ

(6) 14.7.16 

田
空

肉案

l

・・・
t
i
l

t--事し
i
つ
1
1

わ

園

田

歪

土

ロ
ー
タ
リ
ー

i
リ
ヴ
ィ
ン
上
回
広
前

は
午
佳
6
時
加
分
ま
で
車
の
乗
り
入

れ
が
で
き
ま
す
。

-
『ハ
ス
停
」赤
移
り
ま
す

上
田
駅
お
域
口
前
田
バ
ス
停
留
所

は
、
午
後
4
時
か
ら
9
時
ま
で
上
田

駅
温
泉
口
に
移
り
ま
す
。

ま
た
、
上
回
貫
通
別
所
線
も
臨
時

電
車
が
出
ま
す

(別
表
)
。

-
『タ
h
y

シ
l
棄
り
場
』も
移
動

上
田
駅
お
城
口
前
に
あ
る
タ
ク
γ
l

乗
り
場
は
、
午
桂

E
時
間
叫
分
以
降

『上
田
駅
温
泉
目
前
』

へ
移
動
し
ま

す
。
交
通
規
制
解
除
桂
の
午
桂
9
時

か
ら
は
上
田
駅
お
城
目
前
に
戻
り
ま

す
。
-
『本
部
』

〔
宮
幻
・

1
2
6
2
}

当
日
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に
本

部
を
設
け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け

が
、
急
病
人
、
迷
子
な
ど
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

( 



皆き九I回生活面刺悟性を富める1だめ、
、一一J、一~司ーへー一一一ー~\(〆ー~ー-、~】ノ\-、-、J

住民基本台帳ネットワークシステムを稼動します/

全国どこの市区町村でも住民票の写しの交付が可能

トワ クシステムの一部が、 B月から全国一斉に稼動します。

行政手続きに必要な添付書類の一部簡素化が図られます。また、

来年目月からは、希望者に有料で、広〈身分証明書として活用できる住民基本台帳カード

を発行していく予定です。

今後、住民票コードの通知や住民基本台帳カードの発行を行っていきますが、皆吉んの

こ理解とご協力をお願いします。

このシステムは、全国白市区町村と都道府県、指定

情報処理機関を専用回線のネットワ クで結び、本人

確認に必要な最小限の情報 (本人確認情報)を相Eに
やり取りし、皆さんの利便性の向上を図ろうとするも

のです。このシステムにより、 21世紀における行政情

報化の社会的基盤の確立を目指します。

また、他人情報保護についても、制度而や技術而な

どのあらゆる面で厳重に保護していきます。

全国民の住民票に一斉に付けられる11桁白ランダム

な番号で、 8月に各世帯に通知します。コンピュータ

で管理され不規則に付けられるため、住民票コ ドか

ら住所や生年月日などを推測することはできません。

番号は、住J所や氏名の変更があっても変わりませんが、
本人心希望により変更することができます。住民票コー

ドを忘れてしまった場合、電話での照会や窓口で口頭

によりお答えすることはできません。住民票コードは、

今後各種行政手続き等に利用されます白で、適正な管

理をお願いします。

.各種行政手続き (恩給や年金などの現況証明、建設

業など各種資格の申請など)に必要な、市区町村長

田証明や住民票田写しの添付が省略できます (8月

用語圏.a解説格
.憧民基本台帳

住所 ・氏名 生年月日などを記齢した、住民課をま

とめたものを言います。住民宜揖は、皆さんの居住聞

係の公証や理挙、国民曲勝保険、同民年金、介護部障

のほか印量畳蝉などの基礎となるものです。

・本人確認情報
住民草に記障されている事項のうち、次の6項目を

いいます(戸時'I~項や続柄などのヰ町iは含まれません)。

①氏名笹生年月H @性ZIJ ④住所軍住民票コー
ド ⑥付随情報 (前記事項の変更年月日と変更理由)

[71 14.1.16 

から実施予定)。

.希望者には、有料で住民基本台帳カードを発行しま

す。こ白カ ドには、本人確認情報が記録され、広

く身分証明書としても活用することができます (来

年8月から実施予定)。

.住民基本台帳カードにより、全国どこでも住民票白

写しがとれます (来年8月から実施予定〉。

.住民基本台帳カード田所有者は、転入・転出自手続

きが簡単になります 〔来年B月から実施予定)。

住民基本古帳白個人情報を保護するため、制度面 ・

適用面・技術面白 3つ白側面から万全な保護対策をし

ていきます。

.制度面の保護対策

b本人確認情報由利用は、法律で定められた償問が法
律で定められた目的に白み利用することができます。

あらかじめ定められた目的以外に利用することを禁

止するとともに、民間機関での利用を禁止します。

1>関係職貝に対し、 「安全確保措置」と 「秘密保持」

を義務付けます (違反者には、重い罰則規定が科さ

れます〉。

.運用面白保護対策

じ〉デ タ保護責任者を設世し、セキュリティ (安全)

確保などのための対置を実施します。

1>セキュリティ対策の重要性について、間部職且に研

修を行います。

.授術面の保護対策

1>通信回線は、情報白流出を防止するため、外部と隔

離された専用回線を使用し、データを暗号化します。

1>市のンステムに接続する際は、不正侵入を防ぐ壁

(ファイヤーウオール)を設置し、情報の漏えいを

防ぎます。

1>通信相手となるコンビュータとその相手を、常に確

認し合う仕組みを作るとともに、操作者を ICカ

ドとパスワードで制限します。

!・ご不明な点は、 i 
市民課 (ti23・5334)までお尋ねください。 i

) 



• 夏の交通安全やまびこ運動

心にτレーキ11千叩とパルト」
7月25日同~向31日嗣

ra元信局ずに
昨年の市内空遇克亡事故は、「飲酒」と「ン 卜ベルトの非着用」が特徴でした。

6月1日から道路交通法も故正され、猷酒運転等の悪質違反の罰則も強化されました。

この運動を機会に、もう一度、ご軍庭や職場などで、「宮全は冊ものにも恒先する

こと」の再確認をお願いします。

.運動のスローガン

①ンートベルト葺用の噛底

お知らせ

③暴走族追盟気還の醸成

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
目
に
し
て
い
る

企
業
看
板
な
ど
も
、
景
観
を
構
成
す

る
要
輩
の
一
つ
で
す
。

藁
し
い
周
囲
の
山
並
み
を
さ
え
ぎ

ら
な
い
、
統
一
感
の
あ
る
ま
ち
な
み

を
昨
成
す
る
た
め
、
景
観
に
配
慮
し

た
広
告
物
に
し
ま
し
ょ
う
。

け
ば
け
ば
し
い
原
色
の
使
用
を
避

け
る
と
と
も
に
、
周
回
申
建
築
物
白

高
さ
を
超
え
た
ポ
l
ル
看
置
や
、
縦

型
白
星
上
看
植
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②飲酒運転の根絶

ii 
I1器
開

6
月
l
日
か
ら
今
年
度
目
全
員
期

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
加
入
目
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
/

米
加
入
の
か
た
の
加
入
を
お
勧
め

f 

し
ま
す
。
マ
共
済
見
舞
い
童
の
対
象
に
な
る

事
故

①
日
本
国
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
②
自
動
車
・
バ
イ
ク

・
自

転
車
な
ど
の
車
両
や
身
体
障
害
者
用

の
車
い
す
白
署
行
中
に
起
き
た
交
通

事
故
(
自
損
事
故
を
含
む
)
マ
対

量
と
な
ら
な
い
交
通
事
故

①
故
意

ま
た
は
無
免
許
運
転
②
酒
気
帯
び

運
転
③
歩
行
中
に
道
路
上
で
転
ん

だ
事
故
④
自
転
車
や
バ
イ
ク
な
ど

を
引
い
て
い
て
白
事
故
⑤
病
気

マ
加
入
隻
け
付
け

市
役
所
総
合
案

内
窓
口
、
生
活
環
境
謀
、
豊
殿
・
塩

田
・
川
西
各
支
所
で
マ
そ
の
他

自
分
の
不
注
意
に
よ
る
交
通
事
故
で

も
、
対
卑
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合

に
は
見
聾
い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

8
月
3
日
出

5
間
4
国
側

住
民
離
等
自
動
交
付
機
が
休
止

宮
市
民
隈

(
g
n
E
3
3
4
)

シ
ス
テ
ム
保
守
の
た
め
、
住
民
誌

等
自
動
交
付
俄
(
市
役
所
・
上
田
駅
・

創
造
館
)
が
、

8
月
3
目
白
か
ら
同

4
日
間
ま
で
終
日
(
午
前
7
時
1
午

桂
7
時
)
休
止
と
な
り
ま
す
。
休
止

-
市
内
在
住
の
小

・
中
・

高
校
生
目

。

観
覧
料
を
無
料

すま

学
校
完
全
週
5
日

制

由

実

施

に

伴

吋

ぃ

、

上

回

目

歴

史

・

文

化

を

芋

ぷ

環

帥

境

づ

く

り

を

進

め

、

心

豊

か

な

人

間

治

性

を

育

て

る

観

点

か

ら

、

市

内

に

在

贈

住
す
る
小
・中
・高
校
生
の
観
監
料
を
、

-岡
山
同

周

7
月
日
日

ωか
ら
無
料
に
し
ま
す
。

車

費

・
無
体
で
開
館

駐

哩

日

所

9

8
月
か
ら
叩
月
ま
で
白
閥
、
無
休

収

支

も

で
開
館
し
ま
す
。

回

殴

f

・
豆
町
企
画
展

『車
田
太
平
記
の
舞

み

豊

tr

d

』
…"

台
を
歩
く

・
写
真
展
』

大

出

削

マ
と
き

7
月
初
目
的
1
9月
幻

組

B
昨

日
開
午
前
凶
時
1
午
桂
6
時

マ

内

一
マ
ッ
ク
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
京
都
・
の
刊
日

町

一

月
月

埼

容

歴
史
的
に
重
要
な
戦
い
の
舞
台

一
伏
見
・
関
ヶ
原
・
美
濃
事
坂

-
H阜

8

8
聞

と
な
り

「真
田
太
平
記
」
の
ク
ラ
イ

一
な
と
を
文
章
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す

.
E

期
間
中
は
各
証
明
書
の
発
行
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

し
尿
・
家
庭
雑
排
水
申
く
み
取
り

お
盆
賦
休
離
し
ま
す

生
活
環
境
旗
(
宮
田

5
1
2
0
)

8
月
四
日
閃
か
ら
岡
崎
日
幽
ま
で

の
お
盆
の
聞
は
、
し
尿
と
家
庭
雑
排

水
の
く
み
取
り
を
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
盆
前
は
、
く
み
取
り
由
依
頼
が

集
中
し
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
く
み

取
り
由
依
頼
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い

池
渡
正
太
郎
真
図
太
平
記
館
へ

池

aZ太
郎
寓
図
太
平
E
館

{
富
田

7
1
0
0
)

t 
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マ
家
庭
用
サ
ウ
ナ
マ
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
(
都
市
ガ
ス
用
)
マ
ふ

ろ
韮
・
ふ
ろ
お
け
(
都
市
ガ
ス
用
)

マ
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
一
式
マ
一
一

段
ベ
ッ
ド
マ
ポ
タ
プ
ル
ト
イ

レ

マ

4
人
用
テ
ン
ト
マ
ビ
リ

ヤ
ー
ド

一
式
マ
烏
か
ご
マ
は

と
時
計
マ
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
(
皮
)

マ
電
子
オ
ル
ガ
ン
マ
健
康
器

具
マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
マ
三

輪
車
マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
マ
す

べ
り
台
マ
食
卓
用
子
ど
も
い
す

マ
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
マ
幸
行

器
マ
パ
ソ
コ
ン
マ
洗
濯
機

マ
ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
マ
テ

レ
ビ
マ
自
転
車

V
ロ
ー
ラ
ー

プ
レ
I
ド

マ

E
炭
こ
た
つ
マ

車
い
す

V
犬
小
屋



固形燃料化工場を見学します医言通 .廃棄物対策課 (822・0666/回目6・081町

pとき 8月8日制午前7時出尭(上回城南側担光駐車
織集合) c>コ ス上回 ・ 固形燃料化工場(証城県総

和町)時 廃乾電池処理工場(群馬県安中市〕時 上田 b 
定員先着25名 c>書加料1.000円(昼世代等) c>申

し込み廃棄物対置諌へ電話・ FAXするか、直俊お申し

込みください

市では、 4月からプラスチックごみを固形燃料とし蒋賀
郡化しています。皆さんには、再賢妙、化のためプラスチッ

クごみの適正な分別と、きれいに出していただくお願いを

していますが、今回プラスチックの固車燃料化工場の見学

を計画しました。出されたごみの状況や、ごみの行方を見

学しに出かけてみませんかノ

!t 

合
酔
推
進
室
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な

課
題
で
あ
る
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

団
体
・
集
会
等
へ
出
向
き
こ
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
出
前
講
座
を
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
告
併
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
提
言
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

圃
講
座
の
申
し
込
み
、
ご
意
見

・
ご

提
言
は
こ
ち
ら
へ

合
併
推
進
室

[宮
れ
・

0
1
2
3

(
直
通
)
か

n
・4
1
0
0
困
1
2

0
7
・1
2
0
8
/
困
お

4
1
0

0
/
凹
白
出
=
官
若
宮
⑥

e
q
z
E
"

ロmw
句"ロ
O
句

切

]

ま5
" " 2323 

~~ 1.園田咽

-
道
路
の
穴
・
水
路
づ
ま
り
を

-
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を
ノ

梅
雨
の
時
期
を
迎
一
え
、
雨
や
出
水

に
よ
る
道
路
の
敏
担
、
水
路
づ
ま
り

等
白
被
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
特
に
水
路
づ
ま
り
は
、
刈
り
取

ら
れ
た
草
や
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
・
ご
み
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
見
畳
け
ら
れ
ま
す
。
水
路

づ
ま
り
を
防
ぐ
た
め
、
ご
み
の
投
げ

捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
で
は
、
道
路
が
常
に
安

全
で
快
適
で
あ
る
よ
う
に
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

市
が
管
理
す
る
道
路
延
長
は
9
5
1

回
以
上
に
白
日
り
、
そ
の
路
商
状
況

を
常
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

通
勤
や
散
歩
途
中
等
で
、
道
路
上

白
危
険
な
穴
、
落
石
な
ど
の
障
害
物
、

水
路
づ
ま
り
等
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
管
理
課
か
土
木
諜
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
迎
絡
を
畳
け
し
だ
い
、

速
や
か
に
処
理
し
ま
す
の
で
、
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
県
男
宜
共
同
書
画
推
進
畢
倒

(値
称
)

-
に
関
す
る
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
女

詰
g 
" 

旦L-

長
野
県
男
女
共
同
書
画
推
進
提
例

〔
恒
称
)
の
軍
定
に
あ
た
り
、
広
く

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
害
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
と
き

7
月
幻
目
別
午
後

2
時

i
4
時

マ

と
こ
ろ

上
回
合
同
庁

舎
講
堂

マ
内
容

①
条
例
制
定
に

つ
い
て
②
条
例
葉
集
に
つ
い
て

③
事
例
発
韮
④
条
例
に
対
す
る
質

問
・
宜
見
発
表

主Z
212主
喜lのて
様i市み
吾!政ま
231学せ
らl習ん
~ 11置か
旦11藍

上
田
市
町
将
来
は
。
財
政
状
況
は
。

環
境
に
つ
い
て
も
気
に
な
る
ん
だ
け

ど
/
6そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
女
性

の
か
た
ご
事
加
く
だ
さ
い
。
市
政
が

よ
り
身
近
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。マ
と
き

・
内
容

左
査
の
と
お
り

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館
会
議
室

マ
定
員

先

着

初

名

(
一
講
座
の
み

受
講
希
望
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
〉

マ
申
し
込
み

8
月
5
日
側
ま
で

に
、
男
女
共
同
書
画
課
へ
電
話
で

マ
そ
の
他

託
児
希
望
の
か
た
は
、

男
女
共
同
書
画
課
ま
で
連
絡
を

と き 内 容._-，，， 

8月10日 10:00-12:0日 市町村合併について

(土) 13:00-15:0C 上田市の財政状況九ついて

8月17日 叩 00-12:00 よ田市の都市基盤整備について

(士) 13:00-15:00 上田市の理壇問題Lついて

8月(土24)日
10:00-12:00 男女其同参画社会ってどん立社会?

13:00-15叩 議会のしくみ

-市政学習講座日程

球目隠師ま 市.員が担当します.

料 軽津ー 内容 演閲 サ伝統民族器来 聞演 よ・ マ貨 お 0生映 オ高民 ii マ ! ママ 警。員夏 間貸本0 き画科「学 )めの刷

無料 ニ味線グ マきと ト 容内 マ 吉と 織回 田喜 出溺一合いゎ主出しの 」るフイ をみたる学科長野

ル と と 間 なルへ会るめに県科 画( だく

ビさ
サ震 い よ・ ン月 だなピりをる振 主い

! 別所ztz時日同 コ る韓国上自 みE〈 吾吾サLl 18さど手νデ ぐ聞き画世 理興{
ト官 サをン卜l無料 二 城櫓前門回幽午珪? そ342 日い 、 ォ 、ち催 解金 君

) 

を
A つ・ 幽 o 詳し てテ」しとで・ み
マ岨唖λ 」)ZE の国中 )15a) 31e ま い1、l 一自一司 なま(附は 3 区

会コ い でくプ然どすピ心、
V ンの時 幻想 は主'01にの 。デを県るE 

8月3日出 ツルヤ大塵盾.マツヤよ図庖
8A10B出西友歓初底、西友三好町庫、Aコープコア塩図唐
8 JJ 17日出 マツヤ上国インター慮、やおふ〈上繍庖
8月24日出 ジャスコよ図盾.しおだ野YヨヲピングセJター

程固Mの
園
内
aRu-

-

b
札
訂

h
ソ
，
雌
田

伸
也

れ
h

闇
幽

」
勺
臨
時
，
か

ザ
(
布

u
f
午
古
'e正
圃ト
ト
醐

工
相
缶

ク
闘

ι

-
聞
び

ム
十
醐
酌

ウ

回

摩

• 
14.1.16 [9) 



ださいT講習会へお出かけく巴J
••• 

• •••••• 市では、昨年度好評でした 1T錆習会を今年度も開催します。パソコン初心者のかたを

対象にした入門編と、ワ ド・エクセル編の2つの講座を用意しました。

お気軽にご参加くだ古い。
， 

計算ソフト「エクセルJの基本傑作 b聖購料 500円
(テキスト代として) 1>申し込み 電話でメディアラ

ンドUEDAへ1>その他 12時間で 1コ ス (2日間、

3日間、4日聞の3種類のコースあり)です 1>聞い合

わ世情報推進部 (..23・8241)かメディアランドUE

DA (世田.1000)まで

1>対車 パソコノ初心者 (20歳以上で12時間すべて費

講できるかた。昨年度実施した講座と同じ内容ですので、

初めて畳講されるかたを優先) 1>定員各講亜とも先

着2C名 1>内容迂レマソコン入門編 パソコノの基本操

作、ワープロ文轡の作成、インターネ γ トの基本線作

(ホームページ閲監・電子メールの造畳惜) ②ワード・

エクセル編ワ プロソフト 「ワ ド」の基本操作、聾

••••••• 

• •••••••••••••• 

⑧( 
決楊省会1;1:12月まで行います.今後の日程について!手広鰻うえだでお知らせします。
、.........................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....................・........................・・・・・・・.....

こ を対

i. • 月 情座番号 開催日 時 間 内 冨 対象者 会 場

8 -01 B月20日凶・ 22日間・23日闘 13:00.....17:0日 Jス門編 般 メァィアフンドUEDA

8 -02 B月27日出・28白酬・29日間・30自国 9 :00.....12:00 入門編 一般 中央公民館

自-03 B月27日凶ー 28日刷ー29日間・ 30日闘 13:00......16:00 入門編 般 中央公民館

8月 8 -04 8月20日刷ー23白出ー27日制・3日日出 9 :00......12:0日 入門組 一般 上野が丘公民館

8 -05 8月3日出 .4日目 9 :00......16日日 入門編 ー般@ 市民ブフザ ・ゅう

8 -06 8月B日同ー7日嗣ーB日同 .9自国 18:30.......21:30 入門緬 一般 上回創造館

8 -07 8月26日開)・27日出 .28日剛・29日間 13:00.....16凹 入門編 高齢者 上回創造館

9 -08 9月14日出ー 21日出 ・28日出 13:00-17:00 入門編 一般 メ7 イアフンドUEOA

• 9 -09 9月2日間 3日出 ・4日酬 5日同 13:00......16凹 ワードー工クセル掴 一般 中央公民館

9月 自-10 9月9日間・10日凶 ・12日間・13日制 9 :00-12:00 入門編 般 中央公民館

日一11 9月24日凶・27自国・ 10月1日同ー 4日圃 9 :00......12:00 入門a 一般 上野が丘公民館

9 -12 9月16自由ト 17日凶 目。0.....16叩 入門編 般 よ団創造鎗

議嚢中、肘聾者の ，-~ --'- ~ ・ 晶ー司、 ・円4一世ー司0_-ー・・ ~，- .且-~~ .

9月)の日程.'TOI画会 (8 

r 

医号 開 催 日 時 間 内 容 対象者 ろ 程マ目 ぜひd、催開てし 輩とし 働皆さく

28 
8月2臼樹 18凹-21凹 表計算 中(工級クセル) 表計算ができるかた
8月3日出 日日日......16:00

29 
B月20日凶 .21日嗣・

18凹......21:00 主・作成初級(ワ ド〕 パソコン初心者22日開

30 
8月23日圃 18:日日-21・00 文書作成(ワード}

作ワ成ーでドき文る・かがた おさ 教育 宮22E 
8月24日出 自;凹......16:00 中級 りい セ白

31 
8月27日凶 .28日嗣ー

18叩 ......21:00 表計算初(エ級クセJレ) パ‘ノコン初心者
。 ミか

) 2 e s e 29日嗣
(常 マと ナiたを

8月30日圃 18:叩......21:00 文書作成初級(ワード〕32 
8月31日出 9 :00......16叩

パソコン初心者

33 
9月2日回・3日出・

18:00......21:00 ホムぺジ作成
ワード文書が

職業訓練校 古わい事前は 型容 グ 他〉当たり コ 磐城4日嗣 作成できるかた セ ・ル l 

9月6自国 18:00......21:00 ミ日 I ス l
34 
9月7日出 9 :00-16凹

パソコン基礎 パソコン初心者
せにごナl時でプ霊所な 名I53l 

35 
日月10日制ー11日刷ー

18:00......21凹
文書作成(ワ ド〕

パソコン初心者 へ申し相談だく も 講座対を畢12日同 初級

36 
日月17日制ー 18日刷 ー

18:00......21凹 立・作成中級(ワード) 作ワ成ーでドき文る書かがた
込み あまり 行をう に、 でのど 00O マ受構料 ) 20 

19日同

37 
9月20日闘 18:00......21:00 表計鼻 初(エ級クセJレ) パソコン初心者 上小高等 いさ す。オ 希望す内る 程1人度5 円 ( 定員マ9月21日出 9 :00......16凹

38 
日月24日帥ー25日同ー

18:00......21凹 表計算中(工級クセル} 表計算ができるかた マ問 者希望ダ 白マモ白購座各
26日間

14.7.16 [101 

仕
留
'
に
震
か

-仕事に活かす 1Tセミナー (8・ 9月)の日程

( 



月の相談

ぐ〉

七
夕
ま
つ
り
を
離
し
み
ま
し
ょ
う

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催

便利で確実な口座鑑替のご利用を

納期限7月31日制
・悶定資産夜 2矧
・国民健康保険続 1期

七
夕
ま
つ
り
海
野
町
商
庖
街
掻
興
組
合
.
，
務
所

(
宮

E
9
3
0
1
)

耳
由
風
物
詩
、
上
回
目
七
夕
ま
つ

り
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
各
庖
が

競
っ
て
七
夕
飾
り
を
飾
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場

幻
で
、
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

附
催
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

マ
と
き

8
月
6
日
開

1
同
8
日

制
午
前
叩
時

i
午
後
四
時
(
最
終
日

は
午
後
5
時

ま

で

)

マ
と
こ
ろ

海
野
町
通
り
・
ふ
れ
あ
い
広
場
幻

(
ほ
て
い
や
跡
地
〕

マ

内

容

七

夕
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

生活環演課
〔本庁舎1階)

呈付は

社会福祉協援会
(D27・8080)

談

農地問題相量発

行政相談

ωEごと相談

律相
〈予約制〉

ス
テ
ィ
パ
ル
、
ド
ラ
え
も
ん
が
や
っ

て
く
る

(
7
日
午
後
2
時

1
・
午
桂

6
時

1
)
な

ど

マ

そ
の
他

ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
商
工
課

(
E
n
・
5

3
9
6
)
ま
で

お
出
か
け
く
だ
古
い

て
ん
じ
ん
ナ
イ
ト
バ
ザ
l
ル

天
神
商
活
福
鍍
興
組
合
事
開
所

(
g
H
-
1
4
2
8
)
 

子
ど
も
も
害
加
で
き
る
ゲ
l
ム
コ
ー

ナ
!
ゃ
、
館
広
、
そ
ば
打
ち
な
ど
楽

し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

マ
と
き

8
月

4
日
制
午
桂

3
時

1
8時
マ

と

こ
ろ

天
神
ニ
ュ
ー

パ
i
ル
通
り

社会福祉協聴会
(包22・3四2)

上回商工会議所
(宮n・4田0)

毎週月~金晦日
8 :30.....17:00 

毎週月~金曜日
9コ00.......16:00

毎週月 田火糧自
9氾0.......16凹

結

高齢者聡業相談

保育 ・子商で相談
(旬電話相政)

視
覚
障
害
者
の
文
字
を

点
牢
&
験
学
習
で
学
び
ま
し
ょ
う

点
字
国
・
館
(
包

n
・'
8
7
5
)

点
字
は
視
覚
障
害
者
と
白
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
手
段
の
一
つ

で
す
。視
党
障
害
者
へ
の
理
解
を
探
め
、

自
然
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
点
字
体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

7
月
白
日
制
午
前
9
時

初
分

1
日
時
却
八
万
マ
と
こ
ろ

上

回
点
字
図
書
館
マ
対
象
市
内
在

住
の
小
学

4
1
6年
生

マ

定

員

先
着
却
名

マ
参
加
料

無

料

マ

持
ち
物

筆
記
用
具
、

1
ペ
ー
ジ
に

保育 ・子育て栂重奏
(商担産相際)

施設を見る会へどうぞ

今回は福祉施設を半日で見学します。書加料は楠料です。

石原い合わせのうえ、ご参加ください。

1>定員 30名(応募者2移動の場合は抽選とし、結果iまはが
きでお知らせします) 1>集合渇所市民体育館前監車場

1>廟し込み はがきかFAXに ①蘇使番号 ②住所 ③氏
名嘩電話番号⑤集合場所への交通手段を記入して、 8

月l日剛 [必暗]までに総書課 「施設を且る会」係 ("'386-
8601上回市大手 1-11-16/園23・5111)へ申し込んでくだ
さL、。なお、グル プでの申し込みは5名までとします。

I " .&  8百五百両一一
く午後 1時出発〉
V 

別所遍泉畏;c圃
(特別養護老人ホーム)

V 
うえだはら敬老聞
(グループホーム}

・少人徴ごとでの見，になるため
お待ちいただ〈時闘があります.

V 
く午後4時ごる解散〉

秘書謀 (..22・4100困111引

1
1
2行
程
度
の
文
章
が
あ
る
絵
本

マ
申
し
込
み

7
月
却
日
開
ま
で

に
点
字
図
曹
館
へ

マ
と
き

8
月
お
日
制
午
前
6
時

出

発

マ

と
こ
ろ

富
士
急
ハ
イ
ラ

ン

ド

マ

対
象

母
子
・
父
子
家
庭

等
の
ご
家
族
マ
怠
加
料

3
歳
未

満
無
料
、
3
歳
以
上
小
学
生
ま
で

4
0
0
0円
。
中
学
生
以
上

5
0

0
0円
マ

定
員

ω名
(
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
マ
申
し
込
み

事
加
料
を
添
え
て
児
童
保
育
課
へ

14.1.16 ]
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上田市文化支援事業

文化講演会

1>とき 8月3日出午後 l時3日分-3時30

分 1>ところ 中央公民館3階大会議室 b
講師 佐藤信さん(東京太学教授、文学樽士、

上田市誌敏修者) 1>入場料無料1>聞い

合わせ上岡市誌編さん室 (825・9741l

1>とき 7月28日(回午後l時3日分-3時 bとこ

ろ 上回創造館文化ホール b講師吉野純さん
(筑波大学名替教授) 1>演題 戦後の絵画運動

「アンフォルメル」についてー私の制作体験をとお

して 1>入場料無料 b問い合わせ上回創造
館(宮23・1111)

上田市文化支援事叢

ニブロール
「コーヒーJ(新作)
上回公演

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
明
る

/ 

ニプロールは、ダノスを中心に映憧 ・音楽・美術・衣装・照明各分野で

活躍するアーテイストたちが集まった、東京を拠占としたダンスカンパニー

です。新たな芸術由可能性を追求し、世界から注目されています。今年は

ドイツ公演の桂、上回で開催します。また昭明担当は上田市出身白滝之入

梅さんです。

bとき 8月17日出午後7時側証(午後6時30分間場) 1>ところ上

岡市文化会館 1>チケット料金大人1，600円、高校生以下1，000円 bチ

ケット取り級い ゲン・アート、上田市教育委貝金生涯学習課 b聞い合
わ甘 ゲン・ア ト(古24・9529)

い
家
路
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て

型
解
を
探
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市

内
白
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
を

対
象
に

「明
る
い
家
庭
・
家
庭
白
日
」

自
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
持

ち
し
て
い
ま
す
。

マ
題
材
家
庭
、
家
族
白
中
で
楽

し
か
っ
た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ

と

な

ど

マ
字
数

4
0
0字
詰
め

の
原
稿
用
紙

3
位
以
内
マ
提
出

8
月
初
日
開
ま
で
に
学
校
白
担
任
の

先
生
ま
で
マ
表
彰
橿
秀
作
品
に

つ
い
て
は
、
宜
状
と
記
念
品
を
附
呈

し
ま
す
。
ま
た

2
作
品
を
選
び
本
紙

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
マ
そ
の
他

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は

担
任
白
先
生
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い自

宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ

放
送
大
学
の
学
生
翌
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ

(宮

0
2
6
6

田・
2
3
3
2
)

マ
放
送
大
学
の
特
長
①
教
盤
宇

都
入
学
試
験
は
な
く
、
回
歳
以
上

(
選
科
・
科
目
履
修
生
は
日
歳
以
上
)

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

幅
広
い
分
野
田
約
3
0
0科
目
か
ら

興
味
に
応
じ
た
学
習
が
で
き
ま
す
。

全
科
履
植
生
は
、
学
士
(
教
盤
)
の

堂
也
が
取
得
で
き
ま
す
②
大
学
院

修
士
全
科
生
は
、
出
願
桂
に
入
学
者

選
考
を
実
施
し
合
格
者
を
選
考
し
ま

す
。
官
士
(
学
術
)
の
学
位
が
取
得

で
き
ま
す
。
催
士
科
目
生
は
、
凶
歳

以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
入
学
で
き

ま
す
マ
募
集
学
生

全
科
履
修
生

(
大
学
卒
業
コ
l
ス
)
、
選
科
履
修
生

(1
年
間
在
学
コ

l
ス
)、
科
目
履
修

生

(
6
か
月
在
学
コ

1
ス
)
、
修
土

全
科
生
(
大
学
院
修
了
コ
l
ス
)
、

修
士
科
目
生

(
6か
月
在
学
コ

1
ス
)

7
受
け
付
け

8
月
日
日
嗣
ま
で

〈

14.7.16 [12] 

(大
学
院
瞳
士
全
科
生
は

9
月
1
日

間
1
同
H
日
出
)

マ
授
業
開
始

山
月
l
日
閃
か
ら
(
大
学
院
睦
士
全

科
生
は
来
年
4
月
1
日
か
ら
)
マ

視
聴
方
法
ス
カ
イ
パ
l
フ
ェ
ク
T

V
ま
た
は
再
送
信
し
て
い
る
各
地
白

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
マ
資
料
請
求
先

(
送
料
無
料
)
敢
送
大
学
長
野
学

習
セ
ン
タ
ー
(
⑮

3
9
2
0
0
0

4

諏
訪
市
諏
訪
1
1
6
1
1
ス
ワ

プ
ラ
ザ
ピ
ル

4
階
)

完
全
学
校
週
5
日
制
に
よ
る
青
少

年
活
動
の
発
表
白
楊
を
つ
く
る
た
め

「子
ど
も
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
そ
の
出
演
団
体
(
グ
ル
ー
プ
)

を
募
集
し
ま
す
。

5
人
以
上
白
団
体
グ
ル
ー
プ
で
発

表
を
し
た
い
が
や
る
場
所
が
な
い
と

い
う
か
た
、
み
ん
な
の
前
で
思
い
切
っ

て
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き
日
月
3
日
制
マ
と
こ

ろ

旧
第

一
中
学
校
小
体
育
館
マ

対
象
時
歳
以
下
の
宵
少
年

5
人
以

上
で
構
成
さ
れ
た
、
前
官
制
の
同
体
・

グ
ル
ー
プ
(
大
人
の
混
成
も
可
能
で

す
)
マ
車
量
丙
容

合
唱
・
合
禁
・

太
鼓
・
演
劇
・
歌
舞
伎
・
ウ
ク
レ
レ

な
ど
(
パ
ン
ド
は
除
く
)

マ
参
加

料

無

料

マ

申

し

込

み

8
月
5

日
開
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ



体育課(宜盟3・5105)

スポーツ教室受講者募集

対象はいずれも芋生を除く市内在住・在勤のかたで

す。

日穫は、変更になる可能性があります。申し込み時

にご確認くださL、。

受け付け開始は7月26日幽からです。書加料を添え

て体育課までお越しください。

圃アーチェリー教室 (後期)

bとき 9月3日~同21日白火・金曜日(全8回〉

午後6時3051--8時3日分 bところ 自然週動止閣ア
チェリ一場 t定員 20名 t拳加料 3.000円 b 
締め切り 8月23日働

.棄しく体力っくり教室 (秋期)

かとき 9月4日-11月6日の水曜日(全10回)午

桂7時四分-9時 bところ 古戦場室内多目的運動

場 t定員 30畠 b重量加料 2.即日阿 b締め切り
B月23日働

・スポツダンス教室 (後期)

tとき 9月4日-11月20日白水曜日 (全11回)午

後7時-9時 tところ 勤労者体育セノタ b定

員男女各30名 t審加料 3.000円 b締め切り
8月23日幽

まち講座

のお知らせ

生涯学習課
(宮23・5102)

次の講座もぜひご活用ください。

.ソフトバレーボール教室 (後期)

tとき 9月30日~来年3月10日の月曜日 (全12回)

午後7時-9時 bところ市民体育館 b定員 30
名 t参加料 2.000円 t締め切り 9月20日幽

第16岡上回古戦場健康マラソン大会

tとき 10月14日(月)(体育の日・雨天決行) tと

ころ 上回公園内をスタートし、千曲川堤防道路を折

り返し、陸上続技場をゴールとする各コース b種目

①高校生以上男子10km ②高校生以上女子l此m

③40歳以上男子10km ④40歳以上女子10km ⑤高校

生以上男子5km ⑥高校生以上女子5km (1)40歳以

上男子5km ⑧40歳以上女子5km ⑨60歳以上男子

5km ⑩60歳以上女子5km ⑪中学生男子5km

⑫中学生女子5km ⑬小学生商学年男子2.5km(小

学4-6年生) ⑭小学生高学年女子2民m (小学4

-6年生) ⑮小学生低学年2.5km(小学1-3年生)

⑮健康2.5km(だれでも害加できます) t豊島加資

格 一般アマチュア続技者で、健康に自信のあるカた

(小 ・中学生の書加については、保護者の承諾が必要

です。また小学校入学前児童は成人者と伴走していた

だきます) t参加料 高校生以上2.000円、中学生

以下1.000円、健康2.5km書加者500円 b申し込み
所定の申込用紙(体育課にあります〉に必要事項を記

入のうえ、 8月19日(月-9月20日幽(郵送白場合は必

着〕に書加料を添えて体育課へ (9月中は土暇・日鴫・

祝祭日も午前 9時から午珪4時まで体育課で受け付け

ます) tその他本年度からマラソン終了後に 「ス

ポーツおもしろランド」を開催します。詳しくは 「広

報うえだJ9月16日号でお知らせします

(、

廃校旧西塩田小学校<表現〉展

《海の向こうより

山の向こう》

展覧会開催

¥. I 

さまざまな芸術のジャンルを越えて、表

現者たちが市内外から集い、廃校を会場に

したユニークなく蓋現〉展が開催されます。

bとき 8月4日間~同24目的 bとこ

ろ 旧西塩田小学校 t内容 32の団体・

個人による作品展示。また、音楽、映画、

ダノスワークショップ、"フォーマンス、

講演会が期間中に開催されます t入場料

100円または地域通貨100ま~ゆ 05歳以

下・ 65歳以上は無料) t問い合わせ実

行委且金吉本(百090・2151・1196)

百当一 票
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H E H A L T 

保健ガイド

-マンモグラフィによる乳房検診
マンモグラフィとは乳房のX線搬膨による検査で、

がん等の疾患が早期に発見される可能性が高いといわ

れています。

検診方法は、乳房を圧迫恒で圧迫し撤能します。人

によっては多少痛みを伴うことがありますが、短時間

で終わりますのでこ田機会にぜひ畳診してください。

ただし、 自覚症状由あるかたは、直接医療機関で畳

診してくださL、。

マンモグラフィ検診は隔年で畳診することをお勧め

します。平成12年度に受診したかたはお申し込みくだ

さい。

G U D E 

る指定金融機関(郵世局を除く)で納付してください。

口座振替のかたは、振替目白前日までに入金してく

ださい(今年度から国保協h金は廃止となりました。
口座慌替をお勧めします)。

.特別な理由がなく保険税を滞納すると

-督促をうけたり、延滞金が加算される場合がありま

す。

-有効期限の短い 「短則被保険者証Jが交付される場
合があります。

・保険証を返すことになり、 「被保険者資格証明嘗」

の交付を萱けます (この場合、かか勺た医療費はいっ

たん全額自己負担となります)。

・岡保の給付 (療聾費、日制療聾賞、出産育児一時金

等)の全部または一部がl，し止められます。
・吏に滞納が続くと、国保給付の費用白全部またはー

部が滞納保険税に充てられます。
-------ーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー-----，. 

8月の乳幼児健康惨置・数量1>対象 50歳から74歳まで白女性(乳腺が脂肪に変

化しやすい5日歳からが対晶) 1>定員 先着200名

b憂診料 2，200円 1>実施期間 9月-10月(申込

者に佳日通知します) 1>申し込み・問い合わせ 8 

月2日幽までに、 「はがき」に住所 ・氏名 (ふりがな)
・電話番号・「マンモグラフィによる乳房枝診希望」

と記入して、健康推進課 (号386師01上岡市大手l

11-16/宮 23・8244)へ郵送してください bその他
8月から12月にかけて従来の乳房横診 (医師白器察

と指示による超音波損影)が行われます。申し込んだ

かたには、畳訟の通知をお送りします。マンモグラフィ

横睦への変更もできますので、変更を希望するかたは

t記のとおりお申し込みください

・国民健康保険税(国保税)の

納入が始まります
国民健康保険 (国保)に加入の皆さん、お手元に今 : I 4か月

( 

年度の国民健康保険納税通知轡は届きましたか?

国保は私たちが病気やけがをした時、安心してお医

者さんにかかるために欠くこと白できない大切な制度

です。国保田財政を健全に運営できるよう、納税にご

協力ください。

なお、国保税田納入期限や、納入額白算定方法は、

「広報うえだJ7月l日号10ページをご置ください。
b問い合わせ 国保年金課 (2)23・5118)

.納税義務者は世繕主です

世帯内に国保加入者がいるが、自分では国保に加入

していない世帯主(晶前世帯主)にも、国保税の納税

通知轡 ・納付替が送付されます。ただし、国民健康保

険制度上の世帯主変更申届け出をした世帯には、変更

桂の世帯主名で通知します。

.納付の方法は

納付替で直接納付されるかたは、納付曹に記載のあ

1>聖付時間 ①乳幼児健雌睦査(4か月児・l歳6

か月児・ 3歳児〉 午後 l時-1時45分 ②2揖児教

室午桂l時-1時15分 [①、②とも午桂零時30分以
前の畳け付けはできません] 1>持ち物 ①乳幼児健

康器査 母子健康手帳、健康器査車 (赤ちゃん手般の

中にありますので記入してお持ちください。3揖児は

世力・聴力検査を実施して、配入してください〉、ハス

タオル、おむつ、前プラン(1誠6か月児)03歳児は、
臨検査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2揖児教室 母子健康手帳、おたずね用紙、自信プラ
ν、コップ、おやつ代(災問)、おやつ周はし ・フォー
クなどとお皿 1>問い合わせ 健康推進課("23・8244)

・保健セン~- (市役所南停歯2階}

1織6か月

3 歳

2.児教室
-塩田母子健.セン~ー(温図・111置亀Eのかたのみ)

4/)'月
3 歳
2揖児教室

一
一同一盟

14，3，16-4，15 

11. 6 . 1 -7 .31 
12.5.1.......6.30 

※温図 } II西地区の 1 餓 6 カ月児健~は 9月に行います.

・個別10か月児慣惨(市内の屡民医療繊関)

l個別10か月 18月1日-31日 13.9 .16~10.'5 
※10か月児健診は、 4月以降、市内の聾庇医療働闘で行

うことになりました.念お、対象者には箇別に通知し

ます.詳しくは、健康推進畏まであ'ねください.
-........ー・・・ーーーーーーー・・・ーーー・・ーーー・・・・・・・・ー・・ーーーー-------ーーー・・・・・

14.7.16 [14] 



[ 15] 

まもIJ:く夏休みです.小・中学生の皆さんはもう予定は決まり

ましたか?今年の璽も、上田市や、上田市の周りでたくさんの催

し物が開催されます.

今回は、夏休み期間中、主に上田市内で行わ札る催し物をご紹

介します。お友達をさそって、重体みを華しみましょう/

• -'E苗
、

司ー・、...... .~~~ 

. -

• 

• 

平成14隼
白血削

-よ関市敏曹司島民会

ゐ，
』

， 

.. ... 4.1: .; ，.0' 
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わ
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幼

虫
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棄
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食
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成
長
し
、
繭
を
つ
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あ

げ
る
ま
で
の
様

f
を
観
察
で
き
ま
す

マ
と
き

8
H
7
日
制
ま
で
の

q
山

9
時
4
3

午
桂

4
時
加
分

マ
と
こ
ろ

民
俗
資
料
館

(
l
階
)

マ
入
場
料

旅
料

ふ
る
さ
と
が
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柳
沢
京
子
き
り
え
展

私
た
ち
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暮
ら
す

「
ふ
る
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と
」
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州
。

そ

の
去
し
い
向
然
を
き
り
え
に
刻
ん
で
羽
数
年
に

な
る
作
品
併
由
民
一
ポ
で
す
。

マ
と
き

7
月
間
四
日
間
4
3
8
月
叩
日
山
白
川
1
川

9
時
加
分
1

h
l
陸
5
時

マ
と
こ
ろ

主
術
鮒

(
2
階
)

マ
入
場
料

館
料

き
り
え
教
室

各 λ;午で
40ホ後マす柳
名 1 2 と 。沢
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マ
申
し
込
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屯
品
で
創
造
館
へ

上
回
袖
織
物
展

t
m紬
織
物
が
で
き
る
ま
で
の
仁
叫
を
パ
ネ

ル
で
制
介
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月
初
日
凶

1
8
川
l
H
同
午
前

9
時
3
午
桂
4
時

マ
と
こ
ろ

民
俗
資
料
館

マ
入
場
料

難
軒

マ
そ
の
他

吋
日
目
受

け
付
け
順
で
機
織
の
体
験
が
で
き
ま
す
(
日
分

限
度
)

夏
の
野
草
を
し
ら
べ
よ
う

耳
目
植
物
{
野
市
)
の
名
前
や
、
分
額
な
ど

を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

7
月
初
日

ω午
前
山
時

1
日
時
初

分

マ
と
こ
ろ

創
造
飽
周
辺
マ
対
聖

小

・

中
学
生
と
そ
の
保
謹
者

マ
持
ち
物

ビ
ニ

ー

ル
袋
、
楠
物
閃
艦
{
お
持
ち
の
か
た
)

マ
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加
料

無

料

マ

そ
の
他

宰
加
帯
叫
し
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か
た

は
、
時
間
ま
で
に
創
造
館
第
l
院
中
場
に
州
公
告

し
て
く
だ
さ
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夏
休
み
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

l
「
夏
の
星
空
と
星
に
な
っ
た
蛍
」

マ
と
き

8
月
l
日
山

1
同
日
日
間
午
前
日

時
1
〔
日
鴫
H
〕
・
1
佳

1
時
刻
八
万

i
・
午
佳

3
時
1
(
8
H
6
川
出

-
M
7
H刷
は
午
前
川

時
初
分
1
、

1
怯
者
時
加
分

1
、
3
時

1

の

3
M
)

マ
と
こ
ろ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
宅

(
4
階
)

マ
観
覧
料

大
人
2
6
0
円
、
高

校
生
以
上
の
学
生
2
l
o
内
、
小

・
中
学
生
1

1
0
円
(
土
明
日
は
上
小
地
域
内
白
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
は
無
料
、

8
月

6
日

ω・
問

7
日
嗣
は
全
且
無
料
)

ふ
し
ぎ
な
る
ほ
ど

お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
h
上
回
創
造
舘

マ
と
き

8
月

6
日

ω・
同
7
日
嗣
午
前
凶

時

i
午
能
3
時

マ

と
こ
ろ

文

化

ホ

ル

(
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)

マ
内
容

①
フ
ラ
イ
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U
F
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ロ
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グ
ラ
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ダ
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、
サ
ッ
カ
ー
ポ
!
ル
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る
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フ
ラ
ワ
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な
ど
②
パ
ソ
コ
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ほ
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午
前
日
時
j
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午
桂
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時
i
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)

③
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芝
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〔

6
日
は
「
小
泉
小
太
郎
物
踏
」
、

7
日
は
「
泣
い
た
赤
鬼
」
「
わ
ら
し
べ
長
者
」
〕

(
午
前
日
時
1
1
時
泊
分

・
午
桂
l
時

3
1時

初
分
)

マ
嘗
加
料

無
料
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粉
を
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て
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よ
う

い
ろ
い
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な
植
物
由
花
粉
を
顕
微
鏡
で
捌
べ

て
み
ま
し
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う
。

マ
と
き

8
月
げ
目
白
午
前
山
時
l
u
時

マ
と
こ
ろ

科
学
実
験
室

(
4
陪
)

マ
持
ち

物

ハ
ン
カ
チ
ま
た
は
手
ぬ
ぐ
い

マ
対
象

小

・
中
学
生
と
そ
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者
マ
参
加
料

無

料

マ
そ
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他
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た
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学
実
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に
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し
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遊
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う

14.1.16 [16] 
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。

マ
と
き

8
月
剖
日
出
午
前

m時
1
午
桂
2

時

マ

と
こ
ろ

体
育
館

マ
拳
加
料

購
軒

視
聴
覚
室
衛
星
通
信
「
子
ど
も
放
送
局
」

マ
と
き

毎
週
土
曜
日

マ
放
映
時
間

前

m時
却
分

1
正
午

マ
書
加
料

無
料

午

体

喜
小

・
中
学
生
と
同
伴
の
保
護
者
は
車
2
・
4

土
曜
日
に
限
り
利
用
無
料
で
す
。

マ
と
き

午
前

9
時

1
午
佳

5
時

真
耳
目
一
日
を
大
自
然
田
中
で
過
ご
し
な
が

ら
草
草
や
ハ
ー
プ
を
且
て
、
触
れ
て
、
味
わ
っ

て
、
そ
の
輩
晴
ら
し
さ
を
も
う
一
度
発
見
し
て

み
ま
せ
ん
か
ワ

マ
と
き

7
月
凶
日
価
午
前

ω時
却
分

i
午

桂
2
時
泊
分
(
雨
天
決
行
)

マ
と
こ
ろ

菅

平
藁
草
載
培
試
験
地
(
真
田
町
〉

マ
内
容

①
ハ

1
パ
ル
ラ
イ
フ
な
が
白
代
蓋

・
櫨
永
淳
子

先
生
講
演
会
「
植
物
の
力
を
感
ず
る
時
ハ
ー

プ
と
園
芸
療
法
i
」
(
午
前
日
時
叫
分

i
正
午
)

②
実
演
コ
ー
ナ
ー
〈
正
午

1
午
桂
2
時
加
分
)

エ
ッ
グ

・
ポ
マ
ン
ダ
l
教
室
卵
の
離
を
世
勺



た
車
し
い
工
作
で
す

マ
参
加
料

無
料

マ

そ

の

他

山
生
き
の
で
き
る
服
装
で
ご
害
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
時
良
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

マ
問
い
合
わ
せ

l
m薬
剤
師
会
(
百
円
一
・

6

1
3
0
1
i
m保
健
所
(
百
お

・
7
1
5
0
)
、

上
小
地
域
の
拝
薬
川

夏
休
み
無
声
映
画
フ
ェ
ス
タ

マ
と
き

8
月
4
日
側
午
後
2
時
開
蹴

(
l

時
加
分
間
場
)
マ
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー

ル

マ

上
映
作
品

①

「血

煙

高

田
馬
場
」

主
演
大
河
内
伸
次
郎
②
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の

「
街
の
灯
」
主
抽
出
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン

マ
講
演

「
無
声
映
画
と
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
の
魅
力
」
ハ
活
動
弁
士
・
部
畳
翠
さ
ん
)

マ
入
場

料

一

般

1
3
0
0円
、
小
・
中
学
生

6
0
0
円

マ

前
売
券

市
内
6
公
民
館
な
ど

で
販
売
中
(
一
般
1
2
0
0円
、
小
・
中
学
生

5
0
0
円
)

夏
休
み
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
問
芸
教
室

マ
と
き

7
月
初
日

1
8月
9
8
白
金
崎
日

(全
3
回
)
午
前
9
時

1
正
午

マ
と
こ
ろ

美
術
工
作
室

(
2
階

)

マ

対

象

小

学
校

5

年
生
以
上
〔
親
子
で
の
書
加
可
)

マ
定
員

別
名
(
先
晶
扇
)
マ
作
る
も
の

ご
は
ん
茶

腕
・
湯
飲
み
茶
碗
マ
参
加
料

1
0
0
0
円

マ
申
し
込
み

7
月
泣
口
幽
か
ら
山
接
ま
た

は
屯
活
で
中
央
公
民
館
へ

デ
ィ
ジ
タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
上
回
展

5
最
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア

l
ト
の
世
界

5

マ
と
き

7
月
四
日
制

1
8月
日
日
冊
午
前

叩
時

i
午
桂
5
時
(
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D

A

〔
7
月
凶
日
聞
は
展
示
替
え
の
た
め
展
示
無

し
・
水
昭
日
は
休
館
〕
)
、

7
月
日
日
幽

1
同
幻

自
由
午
前
日
時

1
午
佳
5
時
(
松
尾
町
ア
l
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
〉

マ
内
容
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A

デ
ィ
ジ
タ
ル

・
イ
メ
ー
ジ
作
家
に

よ
る
最
新
C
G作
品
の
展
示
、
最
新
C
G映
憎

凶
点
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
作
家
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
!
映
樺

松
尾
町
ア

l
ト
ギ
ャ
ラ
リ

デ
ィ
ソ
タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
作
家
に
よ
る
最
新

C
G作
品
目
展
示
、

p
h
o
t
o
s
h
o
p
-

p
a
I
n
t
e
r
な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
フ

ト
白
操
作
体
験
マ
入
場
料

無
料

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
キ
ッ
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と
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A
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料

l
万
円
(
宿
泊
質
、

昼
食
代
な
ど
を
含
む
)

守
研
究
班

①
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②
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③
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⑤
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史
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・
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点
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泊
分

1
4

時

マ
内
容

電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
か
ら
基

本
的
な
操
作
活
用
方
法
ま
で
を
学
び
ま
す

マ

対
象

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

マ
定
員

同

名

マ
吏
講
料

1
5
0
0円

パ
ソ
コ
ン
相
談
室

(
相
談
料
無
料
)

マ
と
き

7
月
幻
口
側
午
前
凶
時
1
正
午

マ
定
員

同

名

マ

そ
の
他

事
前
に
屯
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

親
子
歴
史
体
験
教
室

マ
日
程
左
去
の
と
お
り
マ
と
こ
ろ
信

濃
問
分
寺
資
料
館
、
信
濃
国
分
寺
跡
史
跡
公
園

(
8
月
9
日
は
平
出
遺
跡
、
平
出
遺
跡
考
古
博

物
館
、
松
本
市
立
考
古
博
物
館
見
字
国
日
月
初

日
は
上
回
城
、
博
物
館
を
見
学
)
亨
内
容

地
元
で
尭
見
さ
れ
た
上
器
や
石
器
を
宰
考
に
、

粘
土
や
見
哨
石
で
円
品
を
作
り
ま
す
マ
定
員

毎
同
叩
名

(
H
H
3
日
の
み
印
名
)
マ
香

加
料

捕
料

(
8月
日
日
は
施
設
人
館
料
〔
2

館
で
丈
人
5
1
0
円
、
チ
ど
も
2
5
0
円
〕
が

必
要
で
す
)
マ
申
し
込
み

電
話
で
信
捜
国

分
寺
資
料
館
へ

午後1時30分-4時

午後1碕30分-4時

[ 17] 

午後1碕30分-3崎30分

午後1碕30分-4符

午前9樗~午後4跨

午後 1時30分-4時

14.7.16 



く

• 

7目li

膏少年町心が未来に向け夢と希望に高ふれ、また自ら、社会における誇り

と自貨を柄、心手力、iこた告し〈成昼、てかくことは社会主体の責務であ
ると同時に市民すべての願いです。

』 ー少年由健全育成と非行防止を社会主体の責務としてとらえ、『地属の乎ど

もは地域で育てる」という観点に立ち、上田市では、この期間中、地峨ij関

Í!i団体Eどと協力し容がら、膏少年の非行防止のためさまざまな活動を集~
的に実施し、非行防止の徹底を図ってまいります。

もうすぐ重体み、子どもたちの気もゆるみがちです。

家庭や、地繊においても、膏少年の現状や心の問題に目を向け、

t社会環境づくりのために、できること力、ら取り組んでみましょう。

そこで、家庭や地域で心が11たいことをあげてみました。 子どもた~i!も
話し合音機会彦事<'.(1.しよう。

・生涯学習蝶 ("23・51O4)

聞ですj

了 家症でほ 】 【 地是正では 】
-子どもにも家事を分担させたり、地域の行事に関わっ

たり、自然に親しみ汗をかく牢どの機会をつくり、

. 子どもに「生きる力Jをつけましょう。

-子どもたちの危険につEがる場所は牢いですか。子
どもを読惑 ・犯罪に巻き込む恐れのある場所はあり

ませんか。

• 

・お家の中で、「おはようJrおやすみなさい」と親も
子も声をかけあいましょう。

・ときどきはテレビ ・ゲーム ・携帯電話立どのスイツ

チを切って、家族や仲間で会話をしましょう。

・ときには、本を読んでu静かに過ごし、 考える力を

聾いましょう。

・期間中、各自治会のj)哩補導委員さんを中心にさま

ざま在形で地域の環境を一斉点検します。

皆さまのζ理解とご協力そしてご参加をお願いしま

す。

また、「膏少年健全育成協力后の指定」をお願いさ

れた商庖主の皆さまは、趣旨をご理解のうえご協力

ください。

・子どもたちに悪い11'.を与えるようE雑誌やアダル
トビデオ牢どの自動販売機在地場に設量G1;;:いよう
にしましょう。業者は、道路沿いの空き地やお年寄

りの家庭を狙っておいしい話を持ちかけてきます。

でも、そん在誌には必ず裏があります。契約書には、

簡単にサインをせず、販売する商品の名前や内容を

よく確認してください。また、教育委員会生涯学習

課や苔地区の補導委員にご相政ください。

も........・H・.....ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H・H・...・H・...・H・.....・H・................1
信州上回夏季大学2002割暗募集

bとき B月31日出 ・9月1日間 1>ところ上回

市技術研憧センター (下之郷) 1>内容地産地消、

子どもの体験活動、地方自治などをテーマにワ クショッ

プや分科会を行います b嘗加料 大人3，000円、 大
学生以下1，000円 1>申し込み 8月20日ωまでに生
涯学習蝶へ t>問い合わせ 生涯学習諜 (古23・5104)

民話講演会開催します

bとき(内容) 7月28日間午後l時30分-4時30

分 (r信州白竜の子太郎と私」前演は松谷みよ子さん

ほか)、 同28日旧)・同29日(月)午桂8時30分-[0時 (r知
りつこ」路り手は全国白悟り手)、同30日切午前9時3

切手~叩時40分 (r学校白怪践を考える」講演は常光融
さんほか) 1>ところ 花屋旅館 α4所揖皐) 1>そ
の他 講演によって書加料のかかるものがあります

1>問い合わせ 毎回平民話研究所 ("38・5229)

14.1.16 [18J 



生涯学習まちづくり2002

「生涯学習まちづくりモデル支援事業」
を実施します

人々は学ぶことで新しい可能性を見つけ、自己を再発見する喜びを体験し、自ら

を豊かにすることができます。今年度、市民・市民回帰 ・大学などとの協働により、

「生涯学習の地峨づくり」と「地域づくりの生涯学習」を目指して、「まちづくりを

考えるJr食と農を考えるJr地峨づくり 信州上回夏季大学」の3分野にわたり連
続的な講座・シンポジウムを開催します。

詳しくは、随時お知らせします。ぜひご拳加ください。

園問い合わせ生涯学習課 (ft23・5102)

教
育
委
員
会
の

動

き

-5月
定
例
会

5
月
8
日
剛
開
催
し
た

5
月
定

例
会
自
主
な
内
容
は
、
次
白
と
お

り
で
す
。

仁ラ

審
破
事
項

平
成
川
年
度
の
吾
理
由
重
点

施
策
に
つ
い
て

完
全
学
校
週

5
日
制
へ
の
取

り
組
み
な
ど
、
教
育
蚤
只
金
各

県
所
の
今
年
度
白
童
市
施
策
等

に
つ
い
て
協
積
し
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより⑮

個性ある土種

考
古
学
白
世
界
で
は
、

土
器
を
通

し
て
そ
の
時
代
白
文
化
・
社
会
を
み

る
こ
と
が

一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
簡
単
に
い
う
と
、
同
じ
生
活
習

慣
や
考
え
方
を
し
て
い
る
地
域
で
は
、

似
た
土
器
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
弥
生
時
代
に
お

い
て
も
同
憾
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。

弥
生
時
代
桂
期
の
千
曲
川
流
域
で

陥
こ
L
み
ず

は
、
箱
清
水
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
土

鵠
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
棋

は
、
波
状
の
模
様
を
表
面
に
施
し
た

蛾
ゃ
、
事
〈
盤
ら
れ
た
部

・
市山市川

・

鉢
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
ロ
こ

れ
ら
白
土
器
群
は
干
曲
川
流
域
で
は

ま
っ
た
く
同

一
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
発
掘
翻
査

に
よ
る
資
料
の
増
加
に
よ
り
、
箱
消

水
式
土
器
群
に
も
流
域
に
よ
っ
て
迎

い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
土
器
の
細
や
か
な
栂

避
に
よ
っ
て
蕗
成
さ
れ
た
小
地
峡
聞

に
は
、
飯
山

・
中
野
地
方
、
普
光
寺

平
、
佐
久
平
、
上
小
地
方
が
あ
り
ま

す
。

にJ上
小
地
方
の
弥
生
時
代
後
期
の
土

器
の
特
衝
は
主
に
聾
に
み
ら
れ
ま
す
。

盛
①
は
総
面
に
披
状
の
模
様
を
施
し
、

く
ぴ
れ
部
分
に
は

T
字
文
と
呼
ば
れ

る
模
様
を
施
し
て
い
ま
す
。
型
②
は

器
面
に
斜
走
文
と
呼
ば
れ
る
矢
羽
根

状
の
槙
峨
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
聾

③
に
は
口
縁
部
を
折
り
返
し
て
、
器

商
に
は
斜
定
文
を
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
白
土
器
は
品
開
子
山
麓
南
西

部
の
遺
跡
を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま

す
。特
に
、
費
①
は
上
小
地
方
以
外
で

は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

T
字
文
を
施
す
こ
と
は
群

・89az

品
川
町
側
目
吾
聾
地
方
を
中
心
と
し
た

長
野
県
に
近
い
地
域
に
多
く
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
鳥
居
峠
を
通
し
た
交

流
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
聾

③
の
よ
う
な
口
縁
部
を
折
り
返
す
手

法
も
群
馬
県
側
に
比
較
的
多
く
み
ら

れ
る
手
法
で
す
。
今
で
も
吾
婆
地
方

自
人
た
ち
が
上
回
に
出
か
け
て
く
る

こ
と
が
多
い
白
は
当
時
か
ら
白
習
慣

が
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

担
惟
も
で
き
ま
す
。
聾
②
は
佐
丸
平

田
千
曲
川
右
岸
の
土
器
と
の
共
通
性

が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
千

曲
川
右
岸
に
沿
勺
た
地
域
聞
の
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
も
想
偉
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
上
回
で
は
周
辺
地

域
と
由
主
擁
に
よ
っ
て
独
特
の
土
器

を
つ
く
り
、
使
用
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

市臨緬吉ん室{由窃・骨'741)

聾①

14.7.16 [ 19) 



文芸今月の投稿数
短置・ 203首、 俳句・ 156旬
川柳・ 117旬、 計・476作晶

投稿先一・3祖6:(何25王百市吏神2'"4て74
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/1さがきに短散 ・俳句 ・111醐の別を
明配し、氏名・自治会名 ・電話番号をご記入

うえ寄月18日必着で投かんしてください。

短
歌

熊
坂

年
成
選

丸

縮

長

谷

川

買

瓜
も
な
く
牡
丹
散
り
ゆ
く
昼
下
。
テ
レ

ビ
は
映
す
世
界
の
蜘
乱

上

官

悶

市

川

貞

聾

負
け
カ
士
会
り
ゆ
く
背
中
に
汗
え
る
テ

レ
ヒ
は
映
す
わ
ぴ

L
5
-
時

手

塚

柳

町

も

と

子

世

L
5
生
活
の
流
れ

L
ぱ
し
変
へ
幕
を

わ
て
事
主
の
音
に
哩
ひ
ぬ

口
問
凶
山

上

常

閉

山

礼

子

母
の
自
に
千
等
よ
り
品
き

L
札
鉢
に
英

繭
を
そ
え
て
今
回
も
水
や
る

小

泉

清

水

悦

到

古
語
障
害
と
な
う
た
る
甥
に
か
け
る
べ

き
吉
華
た
め
ら
ひ
手
を
纏
っ
た
う

材

木

町

大

苔

文

子

子
に
贈
る
未
寿
記
金
の
俳
句
集
心
情
つ

づ
う
て
生
け
る
包
に
小

泉

山

品

ナ

ミ

ヨ

単
萌
ゆ
る
辛
時
は
疾
〈
巡
り
く
る
通
ぐ

u: 

る
わ
が

a
日
疾
風
の

L
F
L

大
手
町
加
藤
よ
し
の

娘
等
み
な
に
さ
さ
え
ら
れ
つ
つ
生
き
の

び
て
け
さ
界
公
の
一
明
喝
さ
を
聞
く

中

野

竹

内

健

莞

渋
い
暑
と
持
干
一
面
朝
ご
と
に
味
わ
う

舎
を
亡
母
に
学
ベ
リ
神

柵

近

藤

雅

也
に
遣
る
娘
を
送
る
宜
普
〈
は
れ
春
縛

の
声
基
池
に
流
る
る
富

士

山

富

町

文

江

府
た
た
か
れ
仕
事
を
さ
が
す
暗
き
4
荷

は

W
杯
に
ヲ
き
た
ち
て
お
り

手

塚

池

田

五

郎

骨
々
と
桑
の
菅
え
る
山
穏
に
暑
と
番
伺

ひ
の
思
ひ
出
よ
さ
る
岩

門

小

体

徳

子

あ
ま
す
な
さ
色
を
革
め
て
は
な
や
げ
る

持
華
に
せ
わ
し
さ
本
の
自
〈
る
る

馬

場

町

武

井

宏

雄

旅
館
時
へ
て
一
人
桂
ひ
の
え
づ
な
す
は
仏

合
掌
下
着
洗
濯

評
個
性
の
あ
る
作
品
を
遭
び
ま
し
た
。

理
者
揖

世
牟
せ
し
左
を
語
れ
ば
す
べ
て
夢

ひ
皐
た
る
少
年
a
飛
行
兵
も
圭
ゆ#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

生

塚

峰
涼
し
祖
界
-
一
一
六

O
庄

下
回
山
秋
山
千
綾
子

た
つ
'
ふ
っ
と
注
さ
也
ら
れ
る
新
品
か
な

小

泉

木

村

y
モ

叩
き
取
る
小
絡
に
胡
を
叩
か
れ
る

春
原

征

住

吉

中

村

静

子

が
た
つ
む
り
殻
抜
け
る
か
に
身
を
伸
ば

す

越
戸
羽
生
田
め
ぐ
見

ほ
う
た
る
の
夢
に
入
り
さ

τ吾
を
4
1
ぶ

道
弘

中

村

金

滞

吐
き
急
ぐ
今
年
五
月
の
軌
桜

小

牧

片

岡

て

つ

柿
の
札
あ
ら
れ
の
ご
と
く
こ
ぼ
れ
お
う

手

埋

樋

口

も

と

子

泌
子
ト
マ
ト
に
手
を
く
れ
今
日
は
終
わ

り
と
す

ま方

上

姻

工

藤

じ

ゅ

ん

ピ
ア
ソ
ラ
の
え
桂
の
ミ
ロ
ン
ガ
台
私
升

中

野

本

木

町

子

犬
M
V
頻
出
し
て
い
た
り
し
春
脇
路
地

平

曲

町

神

山

明

一

散
歩
に
は
少
し
厳
し
き
リ
ラ
の
冷
乏

川
辺
町
北
村
畳
華
子

新
蜂
や
牛
を
達
自
に
塩
む
す
び

御

所

竹

内

み

さ

お

引
く
浪
に
持
ち
去
ら
れ
た
う
桜
目

草

地

古

部

昭

夫

花
は
輩
に
乱
れ
ゆ
く
世
を
止
め
ら
れ
ず

常
価
甥
城
中
沢
再
代
子

リ
ラ
冷
た
と
い
う
具
し
き
長
と
な
り
ぬ

大

星

山

本

功

四

郎

八
十
路
な
お
挿
し
芽
根
付
く
を
こ
二
ろ

待
ち
選
者
時

一明
蛍
具
宜
ひ
ぼ
う
の
忌

a
sて川
柳

車

築

地

勝

見

自
分
止
を
畢
め
直
し
た
い
券
の
彩

保

野

市

水

ゆ

き

子

野
草
苗
植
え
て
ま
だ
止
る
苗
売
り
場

輯

が

丘

倉

持

泥
吋
き
の
野
革
を
貰
う
万
歩
計

口
問
凶
山
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巴

車

型

地

勝

見

鬼
が
位
む
駄
居
の
外
へ
予
を
送
る

中

村

児

玉

聖

子

ロ
止
め
が
き
か
ぬ
う
き
う
き
す
る
括

み
す
ず
台
北
野
本
今
朝
男

ラ
ン
ド
セ
ル
ほ
う
っ
て
拍
る
瓦
抗
期

西

野

竹

悔

木

英

吉
田
記
お
筆
書
き
が
懐
し
い

材

木

町

大

谷

文

子

お
若
い
と
吉
わ
せ
た
く
っ
て
永
井
で
す

中

野

竹

内

健

員

十
字
祭
が
こ
ん
な
に
曹
い
喜
寿
の
級

長

品

土

屋

朝

栄

喜
敷
い
た
レ

l
ル
札
ま
ず
晴
も
せ
ず

下

紺

屈

町

小

島

寛

遭
保
弘
戸
が
ま
だ
あ
る
城
下
町

八

万

去

山

本

セ

ツ

夢
ロ
マ
ン
棋
が
ピ
ン
タ
色
だ
か
ら

丸

樋

草

野

ま

つ

江

幸
せ
の
曜
を
握
っ
て
今
岡
も
生
き

中

吉

図

坂

口

益

子

ラ
ン
ド
セ
ル
本
来
に
巣
立
つ
第
一
歩

遺
書
時

長
の
底
ぞ
ピ
エ
O
M
V

拾
う
息
女
の
め

詑

総

訂
正
と
お
わ
び

6
月
号
白
短
歌
で
、

2
首
目
白
「
譜
」

を
「
賦
」

に、

9
首
呂
田

2
つ
目
白

「寺
」
を

「
師
」
に
、
俳
句
で
、
選
者

崎
町

「
施
」
を

「
旋
」
に
訂
正
し
お
わ

び
し
ま
す
。
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